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研究成果の概要（和文）：
本研究は、南北モンゴル各々の地域を事例に、清代から近代までに通底する遊牧社会の基層

構造の解明を試みた。北モンゴルでは、ソム（佐領）が清朝の統治システムとして十分機能し
ていなかったこと、南モンゴルでは、王公不在のフルンボイル地域における小規模な地縁集団
「アイマグ」の社会的機能を明らかにし、アイマグが 1945 年まで同地域の基層を規定してい
たことを解明し、今後の遊牧社会研究における、ひとつの通時代的モデルを構築した。

研究成果の概要（英文）：
This research project focused on understanding the basic structure of Mongolian local 
society from Qing Period to modern times. Through case studies of North Mongolia, it 
was verified that Sumu performed almost no function in the so-called Qing Dynasty 
system of control over Mongolian regional society. Through case studies of Hulunbuir 
area, it has verified that the social organization called Ayimag as territorial 
connections among nomads was functioned until at least 1945 years.
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１．研究開始当初の背景
モンゴル遊牧社会の基層組織に関する先

行研究は、主に文化人類学の分野で蓄積があ
る。特に、遊牧民世帯が複数集まって四季の
牧地を共有する宿営地集団「ホト・アイル
（qota ayil）」については、多くの研究がな
されてきた。他方、歴史学の分野では、近年、
清代の基本行政単位である旗（ホショー）内
で、王公タイジの親族集団（オトグ、バグ）

が土地や旗民を分け合い、地理的に旗を分割
し割拠していた可能性が指摘されている。

両者とも、基本行政単位より下位のレベル
で、遊牧民が構築した基層組織を論じている
点で共通するが、文化人類学では、個別戸や
宿営地集団レベルの問題に焦点が当たり、そ
の外縁に広がる社会関係は十分に解明され
たとは言いがたい。他方、歴史学では、王公
タイジによる集団構成原理の存在が証明さ
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れたのみで、その具体的な社会機能、あるい
は清朝由来の行政組織との関係などが今後
の検討課題であるほか、そもそも王公という
要素を除いた社会関係については研究が及
んでいない。したがって、清朝崩壊により王
公タイジ層が消滅した近代以降との連続性
や、あるいは清代でも、王公が不在の地域に
おける社会関係などが未解明のままであり、
今後、通時代的・地域横断的な社会像を構築
する上で大きな課題と言える。

そもそも、清代や近代を問わず、モンゴル
遊牧社会に関する一次史料の大部分は行政
文書の類であり、末端の社会関係を解明する
には質量とも十分でない場合が多い。このよ
うな史料的制約をいかに克服するかが、研究
の大きな前提条件となる。

無論、単に史料を博捜し事例研究を重ねれ
ば解決するわけではない。上述の如く、ミク
ロな「ホト・アイル」の世界の外縁に広がる
遊牧社会固有の広域的社会関係の解明、さら
に、それら広域的社会関係と時々の行政組織
との関係性、前近代と近代の遊牧社会に通底
する連続性の解明など、広大なモンゴル地域
における地域差・多様性を論じる上でそもそ
もの前提となる問題が十分整理されている
とは言いがたい。

２．研究の目的
以上の問題意識から、本研究では、まず「ホ

ト・アイル」より上位で、かつ行政単位未満
の社会レベルにおいて、モンゴル遊牧民がい
かなる社会関係を構築していたのか、その具
体像および編成原理の特徴を解明する。その
上で、かかるレベルにおける社会関係が、清
朝、中華民国、満洲国といった時々の広域的
行政組織といかに影響し合いながら、通時代
的に社会の基層を規定していたかを検証す
る。

具体的には、以下の２つの課題を中心に研
究を進める。第一は、漠北モンゴルを対象に、
清朝治下のモンゴル遊牧社会において、清朝
の統治制度とは別に基層社会を規定してい
たとされる王公タイジの血統分枝集団「バ
グ」に関する先行研究を発展させ、王公を軸
とする社会統合の在り方と、清朝が敷設した
行政制度や組織との関係を明らかにする。

第二は、かかる漠北の研究成果と対照する
ために、漠南モンゴル・フルンボイル地域の
新バルガ族を対象に、先行研究では全くふれ
られてこなかった地縁的集団「アイマグ」を
取り上げ、王公不在地域における地域結合の
在り方、その地域結合が清末から近代にかけ
て、いかに地域の基層社会を支え、時々の行
政組織といかなる関係を切り結んだかを解
明する。

双方の研究成果を接合することで、従来研
究を包括する新たなモンゴル遊牧社会史像

の構築に寄与できると考える。

３．研究の方法
第一の漠北モンゴルに関する研究につい

ては、申請者はすでにトシェート＝ハン部左
翼後旗の文書を用いた社会研究を積み重ね
ており、その延長線上に本研究を位置づける。
具体的には、モンゴル国におけるモンゴル語
一次史料の収集・分析を進め、末端行政単位
における社会構造を分析しつつ、さらに加え
て、清朝中央レベルの行政文書を用いて、清
朝が末端社会の構造をいかに認識し、いかな
る方針を取っていたのかを、具体的事例に即
して検討を進める。

第二の漠南モンゴル・フルンボイル地域の
研究については、現地の古老を対象とした聞
き取り調査や、現地の地理調査をおこない、
併せて、モンゴル語（現地の地域史や回想録）
や日本語（主に満洲国時代の行政文書・回想
録）で書かれた文献史料と相互に比較参照し
つつ検討を進める。

また本研究では、歴史学的アプローチを軸
にしながら現地調査を組み合わせ、清代史研
究にとどまらず近代史研究や文化人類学研
究など周辺の研究分野の成果も組み込んで
いくため、主題となる地域内社会関係の研究
成果以外にも、先行研究全体の総括と問題点
の整理および本研究と先行研究との手法の
違いや本研究の意義など、研究史をサーヴェ
イする報告を国内外で広く発表し、近接領域
の研究者との情報共有や問題意識の共有化
を図る。

４．研究成果
本研究の主たる成果は以下の２点である。
まず、漠北モンゴル社会に関する研究成果

として、従来から取り組んでいたトシェート
ハン部左翼後旗の社会分析が挙げられる。同
旗において、王公タイジの血統原理に由来す
るオトグ・バグ組織と清朝由来の行政組織で
あるソムがいかに関わり合っていたかを検
討した。

従来、ソムは清朝中央に管理され、主に兵
役などの軍事的義務を負う組織と考えられ
てきたが、実際に清朝が比丁冊で管理してい
た人数はソムの一部に過ぎず、清朝への義務
（アルバ）も、ソムとタイジという身分の別
なく、旗民全体で負担し合う状況にあった。
盟や理藩院でもこの状況を認知していたが、
アルバの円滑な遂行を優先させ事実上黙認
していた。

該旗では、ソムもタイジも基本的には同じ
くアルバを負担していたが、アルバ分配冊を
詳細に分析すると、ソムだけが特別に負担す
るアルバが存在した。それは、派遣使者への
随行や外地駐屯者への物資運搬などの徭役
であった。つまり左翼後旗では、清朝が本来



ソムに期待した役割とは異なる義務をソム
に負わせていたのであり、旗独自のルールに
沿ってソムを再定位し、旗行政を運営してい
たことになる。

しかし、このような王公タイジが主導する
独自の地域統合については、今後なお検討す
る余地がある。王公タイジは、社会における
支配者層を形成してはいたが、たとえば左翼
後旗では、旗長（ザサグ）と協理タイジだけ
で、旗民の半数近くを所有するなど、清朝中
央と直接関係を有する一部の特定家系と、そ
の他一般のタイジとの間には相当な格差が
広がっていたと考えられる。

無論、清朝もこのような少数の特定家系に
地域行政を全て任せていたのではなく、彼ら
を掣肘する（あるいは彼らに対する求心力を
維持する）何かしらの措置を講じていたと考
えられる。今後は、清朝とこれら特定家系と
の関係性を、具体的に両者が接触する場面に
即して分析し、最終的に両者の関係が末端遊
牧社会の秩序形成にいかに作用するかを注
意深く論じる必要があろう。

第二のフルンボイル地域に関する研究成
果として、同地域の新バルガ族では、基本行
政単位の下に「アイマグ」と呼ばれる地縁的
組織が形成されていた事実を明らかにし、そ
のアイマグの社会的機能や歴史的変遷を明
らかにした。

当該地域におけるアイマグとは、主に夏営
地の特徴的ランドマークによって弁別され
る地縁的組織で、10-30 戸ほどで構成される。
主に冬季の頻繁かつ広範囲な移動を相互に
扶助することを目的とし、当該地域の自然環
境と生業形態に根ざした、世帯を越えた広域
の協業組織として機能していた。このアイマ
グは概ね清末から 1945 年まで存在したこと
が確認され、統治主体がめまぐるしく入れ替
わる激動の時代にあっても、常に社会の末端
で人々を束ねる基層組織として機能したこ
とが確認された。

フルンボイル地域におけるかかる社会的
結合の存在は、従来議論されてきた王公を軸
とする地域統合のさらに下位に、自然環境や
生業形態に根ざした社会関係のまとまりが
存在した可能性を示唆する。

本研究によって、王公を軸とする社会結合
と、遊牧生活に根ざした地縁的結合それぞれ
の在り様が明らかになった。前者については
事例研究が蓄積されつつあるが、後者は従来
ほとんど研究されてこなかった問題であり、
文化人類学など周辺領域とも密接に関わる
問題である。今後、本研究をひとつのモデル
として、モンゴル遊牧社会における社会的結
合の在り方とその歴史的変遷について、諸地
域・諸分野の事例と比較しながらさらに研究
を進める可能性を得た。
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